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第16回
有田川町どんどんまつり !!

■雨をぶっとばし、めっちゃ盛り上がりました！！
有田川町の秋まつりといえば、「有田川町どんどんまつり」です。今年は10月19日・20日に、花

の里河川公園周辺で開催されました。朝から雨が降って、なんだか憂鬱（ゆううつ）なお天気でしたが、

みんなの、この秋まつりを楽しもうという心、もっと、もっと楽しみたいという想いが天に届いたのか、

あれだけ降っていた雨が昼からはぴたりと止み、じゃんけん大会、キャラクターショーとステージイ

ベントも開催され、会場のみんなが一体となって楽しみました。

お客さん、スタッフ、このまつりに参加・ご協力いただいたみなさまの力で、大盛況のうち、無事

終了することができました。ありがとうございました。

2



■
モ
ン
テ
・
オ
ゥ
・
コ
ス
モ
ス

　優
勝
者
・
タ
イ
ム
（
敬
称
略
）

○
男
子
39
歳
以
下
…
松
江　

賢
二	

42
分
59
秒

○
男
子
40
歳
以
上
…
前
田　

誠
志	

46
分
58
秒

○
女
子
39
歳
以
下
…
大
嶋　

幸	

58
分
27
秒

○
女
子
40
歳
以
上
…
田
中		

美
代	

1
時
間
37
秒

○
中
学
生
（
男
子
）
…
田
中	

照
人
・
田
中	

陽
人

	

48
分
13
秒

○
中
学
生
（
女
子
）
…
西
尾	
優
花
・
蔭
山	

未
悠

	

1
時
間
28
分
14
秒

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
…
…
森
内
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
（
森
内	

秀
旭
・
森
内	

若
葉
）	

56
分
11
秒

3



100 歳おめでとうございます瑞宝双光章

第 6 回 ありだがわチョウリンピック 2013

10 月 6日（日）に、町内各所を会場とする「第 6回ありだがわチョウリンピック 2013」が開催され
ました。各競技の優勝者・チームは、次のとおりです。【敬称略】
◎キックボード：スクーデリア	デバーリ　◎グランドゴルフ：尾浴	秀夫　◎フットサル：ラ・トーノ
◎ウォークラリー：［Ａコース］ファイヤーズ、［Ｂコース］フレンド3［Ｃコース］はやまつ・ももチーム
◎卓球：［ジュニア.男子の部］藤岡	拓未、［ジュニア.女子の部］有木	美佐緒、［一般男子の部］森	智哉、［一般女子の部］保井	美沙希
◎ソフトバレー：［女子］北斗、［混成］シリアス　◎リレーション3：ザ・ワカヤマ有田Ｃ
◎ソフトテニス：［ジュニア（男）］楠間	俊成・江川	陸都、［ジュニア（女）］椿原	綾乃・上谷	咲良、［中学生（男）］佐々木	優也・

藤木	雅也（吉備中）、［中学生（女）］岩上	朝香・平畑	咲穂（金屋中）、［一般（男）］川嶋	一実	・新田	修己
◎バドミントン：［Ａクラス］皆岡	晃・三原	由紀夫、［Ｃクラス］皆岡	由梨音・児嶋	ひなた、［Ｄクラス］新田	七海・福	萌香
◎スポーツチャンバラ：［個人小学生低学年］上田	将真、［個人小学生高学年］徳常	結子、［一般］片嶋	紫乃、［団体戦］塩谷	みさ・山添	睦貴・

宮所	遼河、［サバイバル戦小学生の部］大浦	凪人、［サバイバル戦一般の部］上田	久志、［フェアプレイ賞］片嶋	崇乃

町立安諦中学校長、八幡中学校長を歴任し、
へき地教育振興のため尽力され、退職後は旧金
屋町選挙管理委員を永らく務められました。

ま ち の わ だ い

宮本 ともゑさん［天満］
大正 2 年 9 月 13 日生

堀井 福一郎さん［岩野河］
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軟式野球県大会優勝

あらぎ島で稲刈りをしました

第5回有田川町壮年野球大会
第8回ママさん交流バレーボール大会

8 月 31日（土）・9月 1日（日）に和歌山市内
でマクドナルドカップ第 31回B級和歌山県学
童軟式野球大会（県大会）が開催され、金屋少
年野球クラブが優勝しました。昨年につづき2
連覇です。

9月 25日（水）あらぎ島で早乙女隊のみなさんと清水保育所の年長年中23名が稲刈りをしました。
町長も早乙女の格好で稲刈り！秋晴れのなか、汗びっしょりになってがんばりました。刈った稲をなる
に掛けるお手伝いもみんなで頑張りました。おいしいお米、間違いなしです！

9月 1日（日）に東グラウンドで開催した「壮
年野球大会」と、9月 8日（日）にきび体育館で
開催した「ママさん交流バレーボール大会」の
結果は次の通りです。

【壮年野球大会】
優勝　賢区　　準優勝　上中島区
3 位　明王寺区・水尻区

【ママさん交流バレーボール大会】
優勝　水尻チーム　　準優勝　金屋クラブ
3 位　スマイルバレーボールクラブ

ま ち の わ だ い
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ま ち の わ だ い

賢区集会所完成

「亀田の柿の種」と「和歌山のぶどう山椒」が
結婚することになりました！

下水道フェス有田川

平成25年度コミュニティセンター助成事業の
助成を受け、賢区集会所が建て替えられ、9月
14日（土）に竣工式が厳かに執り行われました。
なお、この建築工事は（財）自治総合センター
の宝くじの助成金で実施されました。

亀田製菓株式会社様（本社：新潟市）が平成25年 7月から9月にかけて行った『亀田の柿の種の婚活』
プロジェクトで、『和歌山のぶどう山椒』が全国の強豪ひしめく花嫁候補の中から、13,660票を獲得し、
みごと花嫁（全国1位）の座を射止めました。
結婚にともない来年2月には、『和歌山のぶどう山椒を使用した柿の種（新商品）』が全国で発売され

る予定となっています。
応援してくださった皆さま、本当にありがとうございました。

9月 28日（土）吉備浄化センター（水ホタ
ル）で「下水道フェス有田川」が開催されました。
スタンプラリー・金魚すくい・芋ほりとイベント
を楽しみながら、普段目にすることの少ない施
設を見学し、公共用水域保全の大切さを知るよ
い機会となりました。

下水道ポスターご入選おめでとうございます
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　第 19 回 全国棚田サミット 開催迫る　
いよいよ11月 8日（金）・9（土）に第19回全国棚田（千枚田）サミットが有田川町で開催されます。

広報誌「有田川」で本年4月以降サミット通信としてお知らせしていますが、町内の各会場において、様々
な催しが開催されます。それに伴い、8日（初日）は、吉備中学校周辺、9日（2日目）は国道480号を
サミット専用貸し切りバスが何台も通行しますので、現地見学のコースとなっているあらぎ島・三田地区・
清水小峠地区および沼の棚田周辺でお住まいの方々、ならびに国道480号沿線にお住まいの町民の皆様方
におかれましてはご理解とご協力をお願いします。
全国から多くのみなさんが来訪します。町民のみなさん方には「おもてなしの心」で温かくお迎えくだ
さるようご協力をお願いします。

第 19 回 全国棚田（千枚田）サミット

11/8 金 → 9 土

サミット通信【Vol.10】

● 11 月 8 日（金曜日）
吉備中学校周辺： 12 時 ～ 13 時	 （サミット開会・参加者集結）
	 15 時 ～ 16 時※	（各分科会会場への移動）
	 17 時 ～ 18 時※	（各分科会会場からの戻り移動）
	 20 時 ～ 21 時	 （1日目終了→宿泊施設への移動）
※分科会会場：金屋文化保健センター、きび会館、きび体育館の3会場も、会場への移動時
間の際、混雑が想定されます。ご注意下さい。

● 11 月 9 日（土曜日）
有田 I.C ～県道 22 号バイパス～国道 480 号	（清水地域間）

清水地域行き： 8 時過ぎ ～ 10 時頃 （現地見学会への移動）
吉備地域行き：12 時過ぎ ～ 13 時過ぎ （見学会終了後、帰路の参加者）
吉備地域行き：14 時過ぎ ～ 15 時過ぎ （閉会後終了後、帰路の参加者）

なお、棚田サミット2日目の11月 9日（土）に閉会式を行うしみずふれあいドームにおいて、エンデ
ィングイベントとして、「お餅まき」を行います。このお餅まきへの参加は自由ですので、みなさまお誘い
合わせの上、是非ご参加ください。
その他、棚田サミットに関連しご不明な点がありましたら下記窓口までお気軽にお問い合わせ下さい。

主に混雑が想定される場所・時間帯（原因）

【棚田サミットに関する問合せ先】
全国棚田（千枚田）サミット有田川町実行委員会事務局

有田川町役場　清水行政局　産業振興室　産業班　℡（0737）52− 2111（代）
有田振興局　地域振興部　農地課　指導グループ　℡（0737）64− 1265
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平成19年６月に制定された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」第３条第１項および第22条第１項
の規定により、平成２４年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率を公表します。

■「健全化判断比率」「資金不足比率」について
これらは、地方公共団体の財政が健全かどうかをチェックするための指標です。
下記に掲載している①～④の比率について、早期健全化基準（イエローカード）を超え「早期健全化団体」となっ
た場合は「財政健全化計画」を策定しなければなりません。また、⑤の公営企業会計の赤字状態を示す比率が基準
値を超えた場合は「経営健全化計画」を策定し、それぞれの計画に従って財政の健全化に取り組むこととなります。

また、財政再生基準（レッドカード）を超え、財政破綻状態である「財政再生団体」となった場合は、「財政再
生計画」を策定し、国県の関与による確実な財政の再生が求められることになります。
それでは、有田川町における平成２４年度の健全化判断比率等について確認してみましょう。

■有田川町の現状 （単位：％）
健全化判断比率等 平成 24 年度 平成23年度 早期健全化基準 財政再生基準
①実質赤字比率 ― ― 	 13.31 	 20.00
②連結実質赤字比率 ― ― 	 18.31 	 35.00
③実質公債費比率 12.7 13.5 	 25.0 	 35.0
④将来負担比率 73.4 66.3 	 350.0
⑤資金不足比率 ― ― 	 20.0
①及び②については、実質赤字額及び連結実質赤字額が発生していないため、比率はありません。
同じく、⑤についても公営企業会計における資金不足が発生していないため、比率はありません。

①実質赤字比率…一般会計等の実質赤字額の標準財政規模に対する割合を示す指標です。平成24年度決算にお
ける実質赤字額は、実質収支額が黒字となったため赤字額が生じていません。
②連結実質赤字比率…一般会計等に加え、公営企業会計を含めたすべての会計における実質赤字額の標準財政規
模に対する割合を示す指標です。連結実質赤字比率は、連結実質収支が黒字となったため赤字額が生じていま
せん。
③実質公債費比率…公債費（借入金の元利償還金）の水準を測る指標であり、一般会計等が負担する全ての会計
における公債費の標準財政規模に対する比率です。
　平成19年度より実施した地方債の繰上償還や、交付税算入率の良い有利な起債を中心として発行している事
で、23年度より0.8％減り、12.7％と改善する事が出来ました。
④将来負担比率…一般会計に加え、公営企業会計、一部事務組合や広域連合、土地開発公社、第三セクター等を
含めた負債のうち、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合を示す指標です。
　一般会計、公営企業会計の建設事業により地方債残高が増加し、73.4％（7.1％増）となり、今後の課題とし
て計画的な事業の実施により地方債残高の抑制が必要であると考えます。
⑤資金不足比率…「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」において上記の４つの指標とともに定められて
おり、公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。平成24年度決算においても、すべての公営
企業会計に資金不足が生じていません。

有田川町の平成 24 年度決算に係る健全化判断比率について

以上の算定結果から判断指標の評価をしますと、平成 24 年度においても町の財政は『健全』
であると言えます。しかし標準的な財政規模が減少している中で将来負担額が増加した事は、今

後の大きな課題であります。
地方交付税依存による体質を改善するべく、地方債など負債の減少や職員数の適正化、事務事

業の見直し、簡易水道・下水道といった公営企業の健全な経営が重要になってくると考えています。

●問い合わせ：吉備庁舎　企画財政課　TEL ０７３７－５２－２１１１
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５
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２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─
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７

第 31 回「人権の花運動」（和歌山地方法務局・和歌山県人権擁護委員連合会主催）に
おいて、藤並小学校が優秀賞をまた五西月小学校、八幡小学校、安諦小学校、鳥屋城
小学校、小川小学校、城山西小学校の 6校が奨励賞を受賞されました。

藤並小学校
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い
高
齢
者
や

乳
幼
児
は
重
症
化
し
や
す
く
注
意
が
必

要
で
す
。

罹
っ
て
も
重
症
化
を
防
ぎ
ま
す
）
13
歳

未
満
：
2
回
（
接
種
間
隔
：
約
4
週
間
）

13
歳
以
上
：
基
本
1
回

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
か
ら
抗
体
が
出
来
、

予
防
効
果
が
発
現
す
る
に
は
、
約
2
週
間

か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
余
裕
を
持
っ
て

接
種
し
て
下
さ
い
。（
65
歳
以
上
の
方
と
60

歳
～
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
又
は
呼
吸
器
の

機
能
に
障
害
が
あ
る
方
は
、
個
人
負
担
が

千
円
で
接
種
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
健

康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

・
手
洗
い
・
う
が
い

・
人
混
み
を
避
け
る

・
マ
ス
ク
を
す
る

・
部
屋
を
加
湿
し
て
湿
度
を
調
節
す
る

・
換
気
を
時
々
行
い
、
空
気
を
入
れ
替
え
る

・
規
則
正
し
い
生
活
と
十
分
な
睡
眠
を
よ

く
と
る

・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

○
も
し
日
曜
・
祝
日
に
医
師
の
診
察
を
受

け
た
い
時
は
、
有
田
地
方
休
日
急
患
診

療
所
が
利
用
出
来
ま
す
。（
住
所
：
小
島

3
5
2　

電
話
５
２
‐
4
8
8
2
営
業

日
時
：
日
曜・
祝
日・
12
月
30
・
31
・
1
月

2
・
3
、
午
前
10
時
～
12
時　

午
後
1

時
～
4
時
。
診
療
科
：
内
科
・
小
児
科
。）

○
潜
伏
期
間
は
、
1
日
～
5
日
で
す
。
こ

の
期
間
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
っ

て
か
ら
、
身
体
に
症
状
が
出
る
ま
で
の

期
間
な
の
で
、
症
状
が
な
く
て
も
、
も

し
感
染
し
た
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
外
出

を
控
え
て
下
さ
い
。

○
感
染
経
路
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

罹
っ
て
い
る
人
の
咳
、
く
し
ゃ
み
等
で

ウ
イ
ル
ス
が
飛
び
散
り
、
そ
れ
を
吸
い

こ
む
事
や
手
に
付
い
た
ま
ま
口
等
に
触

れ
る
事
で
う
つ
り
ま
す
。

○
も
し
罹
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
静
か
な
環

境
で
十
分
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
為
に
も
マ

ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
発
熱
等
で
体
内

の
水
分
が
奪
わ
れ
る
の
で
、
水
分
を
十

分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
風
邪
だ
と
安
易

に
自
己
判
断
し
市
販
薬
等
で
対
処
せ
ず
、

思
い
当
た
る
症
状
が
あ
れ
ば
、
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
熱
が
下
が
っ

て
も
数
日
は
、
感
染
力
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

○
予
防
対
策

・
予
防
接
種
を
受
け
る（
発
病
を
予
防
し
、

インフルエンザ 風邪

初期症状 急激な高熱・頭痛・
悪寒

咽頭痛・
くしゃみ

主症状 発熱・筋肉痛・関節痛
全身倦怠感

鼻汁・鼻閉・
発熱

悪寒 強度 軽度

発熱 38～40度（3～4 日） 38度前後以下

乳幼児を子育て中のみなさんへ

支援センターはみなさんの子育てを応援します。
園庭開放日（11/14）や午前中の“あそびのひろば”では
保育所の園庭で楽しく遊べますよ！寒くなってくるので

防寒着を忘れないでね！

急がず焦らず比べずに、その子らしさを大切にしましょう！

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
～木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第2木曜日10:00～ 11:00
　（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0～1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半～就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）
☎ 090-7966-1697　　52-5474［FAX 兼用］

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

子育てワンポイントアドバイス
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◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
 医療費状況 ※累計は 9月（25年度）

区　　分 国民健康保険

加入者数 9,552  人

9 月支払額 3 億 2,558 万  円

累　　計 18 億 9,609 万  円

1 人当たりの医療費（９月） 31,761  円

24 年度 1 人当たりの医療費（月） 31,783  円

24 年度 1 人当たりの医療費（年） 381,388  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

11 月 6日（水）／清水保健センター
11月 7日（木）／金屋文化保健センター
11月 14日（木）／金屋文化保健センター
11月 21日（木）／金屋文化保健センター
11月 28日（木）／金屋文化保健センター
12月 4日（水）／清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 か月児健診
［平成 25年 7月生まれ］11月 26日（火）13:00 ～
10 か月児健診
［平成 24年 12月生まれ］11月 5日（火）13:00 ～
［平成 25年 1月生まれ］12月 3日（火）13:00 ～
1 歳 6か月児健診
［平成 24年 3月生まれ］11月 20日（水）12:45 ～
2 歳児健診
［平成 23年 8月生まれ］11月 27日（水）12:45 ～
3 歳 6か月児健診
［平成 22年 4月生まれ］11月 13日（水）12:45 ～
※いずれも金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

11 月 6日（水）「製作」
12月 4日（水）「クリスマス」
いずれも 9:00 ～ 11:00 清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

11 月 26日（火）9:30 ～ 11:00　清水保健センター
「手作りおもちゃ」

実施時間

9:00

～

11:00

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

11 月 5日（火）清水保健センター
11月 6日（水）金屋文化保健センター
11月 20日（水）きび保健福祉センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
【20:00 ～ 21:00】11月 14日（木）,11 月 28日（木）
清水保健センター
【19:30 ～ 20:30】11月 7日（木）
清水会館
【14:00 ～ 15:00】11月 21日（木）
※内容エアロビックダンス
■持参品／上履き、飲み物、タオル　■参加費／無料

お身体大切に！
あなたの健康を支えている国民健康保険
その内、自己負担額を除いた分の約 3割は国保税で、残りの
国県町負担となる 7割も元を正せば私たちの税でまかなわれ
ています。医療保険制度を守り、税負担を少なく…。私たち
のちょっとした心がけで、その上昇をとめることができます。

＜私たちにできること＞
１．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻回
受診などは、なるべく避けましょう）

２．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
３．薬は上手に飲みましょう
（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）

４．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00～
11:00

☆後期高齢者医療制度のお知らせ☆
一定以上の障害（※）のある 65歳以上 74
歳以下の方は、申請により後期高齢者医療制度
に加入することができます。詳しくは、担当課
までお問い合わせください。
※一定以上の障害とは、以下の内容となります。
①国民年金法による障害基礎年金1級および2級
②身体障害者手帳1級・2級・3級および4級
の次の障害
・音声言語機能の著しい障害
・両下肢のすべての指を欠く
・下肢の下腿2分の1以上欠く
・下肢の機能の著しい障害
③精神障害者保健福祉手帳1級および2級
④療育手帳A1およびA2
■申請先／吉備庁舎住民課・金屋庁舎やすらぎ

福祉課・清水行政局住民福祉室
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

秋の中学校 体育大会・運動会！

石垣中学校

白馬中学校

八幡中学校

爽やかな秋晴れの下、
八幡中学校運動会が行われました。
全校生徒を縦割り 3チームに編成し、
得点を競い合いました。保護者や地
域の方々の参加もあり、大変盛り上
がりました。生徒一人ひとりの輝き
が青い空と緑の山々に囲まれた運動
場できらめいた運動会となりました。

「Get	the	victory」のスローガ
ンのもと、体育大会が行われま
した。50m 走、育友会種目、団
体種目と仲間と協力するすばら
しさを味わう 1日となりました。
小学 6 年生のかけっこもあり、
インタビューのやりとりでは会
場を沸かせてくれました。

秋晴れの下、全校生徒19
名にご家族や地域の方々、
そして今年はオーストラリア
のパーマストン校から12名
の生徒を迎えました。大変
にぎやかで笑いと感動の入
り混じった清々しい運動会を
開催することができました。
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絵本原画展
「小さな駅美術館
～Ponte del Sogno～」
よしながこうたく原画展
	 ～11月 4日（月）

藤本四郎原画展
	11 月 6日（水）～11月24日（日）

垂石眞子原画展…11 月 26 日（火）～ 12 月 27 日（金）

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○き び 会 館 図 書 室　☎ 52 ─ 5859（代）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）

問
い
合
わ
せ

11 月の移動図書館
◇ 1日（金）小 川 小 13:00～13:30　→　西ヶ峯小15:40～16:00

◇ 7日（木）久野原小14:15～14:30

◇ 8日（金）粟 生 小 13:15～13:45

◇ 13日（水）石 垣 小 13:00～13:20　◇14日（木）五西月小12:40～13:15

◇ 19日（火）城山西小13:00～13:25　◇20日（水）田 殿 小 13:00～13:30

◇ 22日（金）粟 生 小 10:25～10:45

◇ 28日（木）八 幡 小 13:00～14:00　→　楠 本 小 14:45～15:30

11 月のおはなしマラソン
3 ～ 9 歳児対象のおはなし会
◎ちいさな駅美術館／ 2日（土）10:00～
　特別ゲスト 絵本作家 よしながこうたく氏
◎金  屋  図  書  館／ 9日（土）10:00～
◎清水 C.C図書室／16日（土）10:00～
◎石 垣 公 民 館／23日（土）10:00～

おひざで抱っこのおはなし会
（わらべうた教室）0～2 歳児対象
◎金屋図書館／14日（木）10:00～

一 般 書
　小　説　

「海と月の迷惑」 大沢在昌著
「三月」 大島真寿美著
「アリス殺し」 小林泰三著
「ゼツメツ少年」 重松清著
「傷」 堂場瞬一著
「かりんとう侍」 中島要著
「恋しくて」 村上春樹著
「検察側の罪人」 雫井脩介著

　くらし　

「すぐ編めて、すぐ使える！シンプルな
指なし手袋とリストウォーマー」
 河出書房新社

「はじめてのふろしき」 久保村正高著
「おうちであったか・手編みのルームシュウズ」
 さちよ　ふかお著

　健　康　

「スーパー図解関節リウマチ」 林泰史著
「最新病院のすべて」 松井宏夫著
「認知症と見分けにくい「老年期うつ病」
がよくわかる本」 三村将著
　子育て　

「アレルギーっ子のあんしん　あんぜん！
おやつ」 小田真規子著

「しつけ事典」 谷田貝公昭著
 ビジネス 

「90 分でわかる！日本で一番やさしい
「データ分析」超入門」 内田学著

11月の本棚
～家族の絆を確かめる‘知っていますか？

家族の日（11/17）～
「すぐに役立つ図解と Q&A でわかる夫婦・親子・家族
をめぐる法律トラブル解決マニュアル」 三修社

「老害」 ミネルヴァ書房

「どうしたらうまくいく？きょうだい子育て」
 主婦の友社

「「人生案内」孫は来てよし、帰ってよし」
 東京堂出版

「姑の言い分嫁の言い分」 今井美沙子著

児 童 書
「どろぼうがっこうぜんいんだつごく」
 かこさとし作

「どろぼうだいうんどうかい」 かこさとし作

「しりとりさんぽ」 壁谷芙扶絵

「つづぞうはね」 ミロコマチコ著

「こくばんくまさんつきへいく」
 マーサ・アレクサンダー作

新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。
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こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
、
み

な
さ
ん
に
防
火
に
対
す
る
意
識
を
一
層
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
11

月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
の
1
週
間
を
「
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
初
日
の
11
月
9
日
は
1
1
9
番

の
日
で
す
。
通
報
は
、

慌
て
ず
、
落
ち
着

い
て
正
し
く
伝
え
ま

し
ょ
う
。

【
全
国
統
一
標
語
】

　「消
す
ま
で
は心

の
警
報

　O
N
の
ま
ま
」

◎
大
切
な
命
と
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
次
の
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

■
3
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
4
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
備
え
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

火
災
予
防
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
住
民

の
皆
様
か
ら
有
田
川
町
の
火
災
予
防
に
関

す
る
「
標
語
・
詩
・
エ
ッ
セ
イ
・
俳
句
・

短
歌
・
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。
形
式
等

は
特
に
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
自
由
な
発

想
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法

有
田
川
町
在
住
又
は
勤
務
さ
れ
て
い
る

方
で
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学
校
名
）
を
明

記
の
上
、【
郵
送
】
ま
た
は
【
電
子
メ
ー
ル
】

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
切
日
は
、
平
成
25
年
12
月
31
日
（
当

日
消
印
有
効
）、
発
表
は
有
田
川
町
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
作
品
の
著
作
権
は
当
消
防
本
部
に

帰
属
し
、
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
原

則
と
し
て
返
却
は
し
ま
せ
ん
。
作
品
の
公

表
の
許
諾
、
肖
像
権
、
著
作
権
等
に
関
す

る
問
題
に
は
、
当
消
防
本
部
は
一
切
の
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
。

第
1
回
「
防
火
の
詩
」
優
秀
賞

「
つ
け
た
手
が

消
す
ま
で
責
任火

の
始
末
」

（
田
中 

茂
代
様
／
有
田
川
町
中
野
）

第
2
回
も
た
く
さ
ん
の
御
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
1
2
件

　

救　
　

急
…
…
…
8
5
8
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
9
件

（
平
成
25
年
8
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
等（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの	命 と	財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「法律で全ての住宅に火災警報器の設置が義務付けられています。」

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

第
2
回
「
防
火
の
詩
」
募
集
・【
地

震
対
策
リ
ュ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
】

たき火に注意 火災多発！
たき火などによる火災が大変

多く発生しています。風の強い日
や空気が乾燥した日に空地でゴ
ミを焚き、火の粉が飛んで燃え
広がったり、消火が不十分であっ
たり、原因は様々です。「ちょっ
とした注意不足」から大きな被害
に及ぶこともあります。火の取り
扱いには十分注意してください。

◎消防本部・吉備金屋消防署
庁舎移転のお知らせ

新住所
〒 643-0811
有田郡有田川町庄 1042 番地

（有田川町プラスチック収集場北側）
※現在建設中、平成 25年 12月下旬に
移転予定です。

●
郵
送

〒
6
4
3
―
0
8
0
1

有
田
川
町
徳
田
17
番
地
1

有
田
川
町
消
防
本
部
予
防
課

「
防
火
の
詩
」
応
募
係

●
電
子
メ
ー
ル

fir
e
1
1
9
@
to
w
n
.

a
rid
a
g
a
w
a
.lg
.jp

※
件
名
に「
防
火
の
詩・応
募
係
」

と
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２‐
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

飼
い
主
は
責
任
を
も
っ
て

最
近
、
放
し
飼
い
の
犬
に
噛
ま
れ
た
と

い
う
被
害
や
、糞
の
放
置
が
原
因
で
近
隣
・

地
主
か
ら
の
苦
情
が
絶
え
ま
せ
ん
。

放
し
飼
い
、
鳴
き
声
等
の
騒
音
、
ふ
ん

尿
の
放
置
、
迷
い
犬
な
ど
、
犬
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
は
全
て
飼
い
主
の
責
任
と
な
り

ま
す
。

犬
は
首
輪
を
し
て
つ
な
い
で
飼
い
ま

し
ょ
う
。

散
歩
中
に
犬
が
し
た
糞
は
、
飼
い
主
の

責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
家
族

の
一
員
と
し
て
愛
情
と
し
つ
け
が
必
要
で

す
。
犬
の
性
格
を
よ
く
知
っ
て
愛
情
を
も

ち
、
き
ち
ん
と
し
た
し
つ
け
を
し
て
飼
い

ま
し
ょ
う
。

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場
へ
の

ガ
レ
キ
類
搬
入
に
つ
い
て

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場
に
搬
入
で
き
る
ゴ

ミ
は
、
有
田
川
町
内
の
家
庭
か
ら
発
生
し

た
土
砂
、
が
れ
き
類
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
陶

磁
く
ず
で
あ
り
、
産
業
廃
棄
物
で
な
い
も

の
を
町
民
自
ら
が
解
体
撤
去
し
処
理
し
た

ガ
レ
キ
類
に
限
り
ま
す
。

※
解
体
撤
去
・
処
理
時
に
何
ら
か
の
業
者

介
入
が
あ
っ
た
場
合
は
搬
入
を
認
め
る

事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

野
生
動
物
の
飛
び
出
し
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

こ
の
時
期
は
タ
ヌ
キ
等
の
野
生
動
物
が

エ
サ
を
求
め
て
公
道
に
飛
び
出
し
て
く
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
山
沿
い
の

道
路
に
な
る
と
、
夜
間
に
は
シ
カ
等
の
大

型
動
物
も
出
て
き
ま
す
の
で
、
運
転
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
公
道
で
死
ん
で
い
る
の
を
発
見
し

た
場
合
に
は
、
事
故
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
、
早
急
に
役
場
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
夕
方
5
時
を
過
ぎ
る
と
有
田
聖

苑
が
閉
ま
る
の
で
、
役
場
に
連
絡
を
頂
い

て
も
翌
日
の
処
理
と
な
り
ま
す
。

※
畑
等
の
私
有
地
で
死
ん
で
い
る
場
合

は
、
土
地
の
所
有
者
で
適
切
に
処
分
し

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
野
生

動
物
は
有
田
聖
苑
に
て
無
料
で
処
分
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
有
田
聖
苑　

☎
５
２
―
3
0
5
5

コ
ン
ポ
ス
ト
使
用
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て

生
ゴ
ミ
減
量
対
策
と
し
て
コ
ン
ポ
ス
ト

の
無
償
貸
与
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
コ
ン
ポ
ス
ト
を
1
年
以

上
利
用
し
て
頂
い
た
方
々
に
、
使
い
勝
手

等
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
回
答
し
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン

ポ
ス
ト
容
器
の
使
用
方
法
は
様
々
あ
り
ま

す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
基
に
し
た

一
例
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

年
末
に
お
け
る

し
尿
収
集
に
つ
い
て

年
末
の
し
尿
収
集
に
つ
い
て
は
11
月
25

日（
月
）
ま
で
に
次
の
業
者
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

こ
の
日
を
過
ぎ
ま
す
と
年
内
に
収
集
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
有
田
川
町
内
全
域

（
有
）武
田
清
掃　

☎
３
２
―
2
3
9
1

■
吉
備
・
金
屋
地
域

上
田
衛
生　

☎
５
２
―
4
5
8
2

※
12
月
28
日（
土
）
か
ら
1
月
5
日（
日
）

ま
で
の
し
尿
収
集
業
務
は
休
み
ま
す
。
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
「ヘルパーさんの

お仕事」
☎

３２－５１０２（金屋庁舎）
２５－１２６９（清水行政局内）

地域包括支援センターは、高齢者や
その家族の方の相談に応じています。
最寄の事業所にご連絡ください。

ぴありんくる
■日時　11月18日（月）
　　　　10：30〜 12：00頃
■場所　金屋文化保健センター

『ぴありんくる』は介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。お気軽に参加下さい！

（身体介護）
・食事の介助
・清拭や入浴の介助
・整容や洗面の介助
・着替えの介助
・体位交換
・排泄の介助
・服薬の介助
・通院や外出の介助
・自立支援のための
　見守り的援助

（生活援助）
・洗濯
・掃除
・生活必需品の買い物
・薬の受取
・一般的な調理
・衣類の整理・補修
・ベッドメイク　など

・医療行為

・利用者以外の家族のための家事
・来客の応接
・自家用車の洗車・清掃
・草むしりや花木の水やり、植木の剪定
・ペットの世話
・家具や電気器具などの修繕、模様替え
・大掃除や、家屋の修理、ペンキ塗り
・特別な手間をかけて行う調理　など

介護保険を利用して、ヘルパーさんに来ても
らっていますが、できることと、できないこ
とがよくわかりません。

できること できないこと

生活援助は、利用者本人の日常
生活の援助で、ひとり暮らしや
同居家族が病気などの理由で、
本人や家族が家事をすることが
難しい場合に利用できます。

これらの介護保険でできないことについては、
シルバー人材センターを利用する方法があり
ます。また、自費サービスを行っているヘル
パー事業所もあります。
詳しくは、担当のケアマネジャーさんか、地
域包括支援センターにお問い合わせください。

訪問看護を利用する
方法などがあります。
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まちのデータ
（平成 25 年 9 月 30 日現在）

人口 27,589 人

男 12,998 人

女 14,591 人

10,260 世帯

交通事故発生件数
（９月中、物損、高速含む）

有田川町 62 件
死者 1人　負傷 11 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
Ａ Ｌ Ｅ Ｃ 52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

相 

談

◆
◆
◆

11
月
の
行
政
相
談

●
11
月
21
日（
木
）

・
二
川
住
民
セ
ン
タ
ー

9
時
～
11
時
30
分

・
粟
生
区
集
会
所　
　

13
時
～
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
清
水
行
政
局
総
務
政
策

室個
別
出
張
相
談
会

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
「
相
談
」
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

働
く
こ
と
に
不
安
の
あ
る
原
則
15
才
か

ら
39
才
の
若
者
、
そ
の
ご
家
族
の
方
の
相

談
に
お
応
え
し
、
心
の
ケ
ア
や
各
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、
職
業
的
自
立
・
就

労
ま
で
を
ト
―
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

●
日
時
・
場
所
・
時
間

・
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
／
有
田
振
興
局

有
田
郡
湯
浅
町
湯
浅
2
3
5
1

・
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
／
紀
州
有
田
商

工
会
議
所　

有
田
市
箕
島
33
‐
1

・
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
／
日
高
振
興
局  

御
坊
市
湯
川
町
財
部
6
5
1

・
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

　

原
則
予
約
制（
相
談
時
間
40
分
）

　

予
約
時
間
10
時
・
11
時
・
13
時
・
14
時
・

15
時

●
相
談
料
／
無
料

●
対
象
者
／
働
く
こ
と
に
不
安
の
あ
る
39

才
ま
で
の
若
者
お
よ
び
ご
家
族
の
方

■
問
い
合
わ
せ
／
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
わ
か
や
ま　

〒
6
4
0
‐

8
0
3
3 

和
歌
山
市
本
町
2
丁
目
40
番　

聖
一
ソ
レ
イ
ユ
ビ
ル
4
F

☎　

0
7
3
‐
4
2
7
‐
3
5
0
0

F
A
X　

0
7
3
‐
4
2
7
‐
3
5
0
1

「
肝
炎
無
料
出
張
相
談
」
の
開

催
に
つ
い
て

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
肝
疾

患
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
湯
浅
保
健
所
で

「
肝
炎
無
料
出
張
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。

治
療
方
法
が
日
々
進
歩
し
て
い
る
中
で
、

最
適
な
治
療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ

う
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
日
時
／
平
成
25
年
11
月
20
日（
水
）
10

時
～
15
時

●
場
所
／
湯
浅
保
健
所
（
有
田
郡
湯
浅
町

湯
浅
2
3
5
5
‐
1
）

●
相
談
内
容

・
肝
炎
の
診
断
お
よ
び
治
療
に
つ
い
て

（
肝
疾
患
全
般
に
つ
い
て
）

・
肝
炎
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　
（
相
談
時
間
は
約
1
時
間
を
予
定
）

●
参
加
費
／
無
料

●
予
約
方
法
／
電
話
予
約
（
予
約
先
：
肝

疾
患
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

0
7
3
‐

4
4
1
‐
0
8
5
0
月
曜
日
～
金
曜

日　

9
時
～
16
時
）
予
約
後
キ
ャ
ン
セ

ル
の
方
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
湯
浅
保
健
所
総
務
健
康

安
全
課　

☎
６
４
‐
1
2
9
1

募 

集

◆
◆
◆

町
営
住
宅
入
居
予
定
者
募
集

■
申
込
受
付
期
間

　

11
月
12
日（
火
）
～
21
日（
木
）

■
申
込
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
、

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
、
各
出
張
所

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備　考

川　合 川合 249 番地 1 1 戸 13,200 円～
26,000 円

H４ 建築　木造2階建
3DK・浴室・トイレ 69.08㎡

二　川 二川 204 番地 1 1 戸 16,300 円～
32,000 円

H４ 建築　木造2階建
3DK・浴室・トイレ 73.6㎡

楠　本 楠本 417 番地 1 戸 12,000 円～
23,600 円

H元 建築　木造2階建
3DK・浴室・トイレ 65.27㎡

小　峠 清水 155 番地 1 戸 19,400 円～
38,200 円

H９ 建築　木造2階建
3DK・浴室・トイレ 79.4㎡

小　原 清水 680 番地 1 戸 14,200 円～
28,000 円

S63 建築　木造2階建
3DK・浴室・トイレ 71.82㎡

板　尾 板尾 498 番地 1 戸 9,300 円～
18,300 円

S60 建築　木造平屋建
3DK・浴室・トイレ 54.45㎡
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3　

卒
業
資
格
等　

卒
業
時
に
高
校
卒
業

資
格
を
取
得
し
、
陸
曹
候
補
生
た
る
自

衛
官
（
士
長
）
に
任
官
し
ま
す
。
試
験

に
合
格
し
た
一
部
の
生
徒
は
防
衛
大
学

大
学
校
学
生
、
航
空
学
生
（
海
・
空
）

等
の
道
へ
進
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部　

有
田

募
集
案
内
所

　

〒
6
4
9
‐
0
3
1
6

　
　

有
田
市
宮
崎
町
1
0
6
―
2

　
　
　

☎
0
7
3
7
‐
８
２
‐
6
6
3
1

メ
ー
ル
／
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案 

内

◆
◆
◆

浄
化
槽
設
置
補
助
対
策
地
域
の

変
更
に
つ
い
て

現
在
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る
有
田
川

町
公
共
下
水
道
事
業
の
第
3
期
区
域
認
可

に
伴
い
、
植
野
地
区
・
角
地
区
・
尾
中
地

区
・
出
地
区
・
西
丹
生
図
地
区
・
東
丹
生

図
地
区
・
垣
倉
地
区
・
畑
浦
地
区
・
庄
一

地
区
・
庄
二
地
区
・
下
徳
田
地
区
・
上
徳

田
地
区
の
全
域
も
し
く
は
一
部
が
、
新
た

に
公
共
下
水
道
事
業
実
施
区
域
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
浄
化
槽
設
置
補

助
金
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
の

で
、
今
後
こ
の
地
区
へ
浄
化
槽
設
置
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
事
故
予
防
教
室
の
開

催
に
つ
い
て

乳
幼
児
死
亡
原
因
の
第
1
位
は
、
不
慮

の
事
故
で
す
。
ま
た
、
死
亡
に
い
た
ら
な

い
患
者
数
は
、
そ
の
何
百
、
何
千
倍
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
保
護
者
の
皆
様
も
ヒ
ヤ
リ

と
し
た
経
験
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
さ

か
の
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
、
救
急
車
が

来
る
ま
で
に
、
病
院
へ
行
く
ま
で
に
、
何

を
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
の
か
、
正
し
い
知

識
や
子
ど
も
に
対
す
る
応
急
手
当
の
方
法

を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
！
ぜ
ひ
、
多
く

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
平
成
25
年
11
月
18
日（
月
）
10

時
～
11
時

●
場
所
／
広
川
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

　

広
川
町
広
1
5
0
0

●
対
象
者
／
乳
幼
児
の
保
護
者
等
興
味
の

あ
る
方

●
内
容
／
講
話

『
子
ど
も
の
視
点
で
見
て
み
よ
う
！
』

湯
浅
保
健
所
保
健
福
祉
課
保
健
師

『
知
っ
て
お
こ
う
！
子
ど
も
の
事
故
の

現
状
と
予
防
』
～
実
際
に
起
こ
っ
た
事

故
か
ら
学
ぼ
う
～

湯
浅
広
川
消
防
組
合
職
員

●
申
込
期
限　

平
成
25
年
11
月
14
日（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
湯
浅
保
健
所
保

健
福
祉
課　
　

☎
６
４
‐
1
2
9
4

■
そ
の
他

○
入
居
に
は
、
所
得
制
限
等
一
定
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。

○
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

○
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
入
居
者
を

決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清

水
行
政
局
建
設
環
境
室

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
受

付
が
11
月
1
日（
金
）よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。

1　

高
等
工
科
学
校
と
は　

将
来
陸
上
自

衛
隊
に
お
い
て
、
高
機
能
化
・
シ
ス
テ

ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す

る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も

自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官
と

な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、
男
子
中

卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
者
を
対
象

に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

2　

待
遇
等　

身
分
は
特
別
職
国
家
公
務

員
（
生
徒
）
で
、
自
衛
官
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
手
当
は
、
生
徒
手
当
と
し
て
月

額
９
４
，
9
0
0
円
と
期
末
手
当
が

年
2
回（
6
月
、12
月
）支
給
さ
れ
ま
す
。

衣
食
住
は
全
員
が
駐
屯
地
（
神
奈
川
県

横
須
賀
市
）
で
生
活
し
、
宿
舎
・
食
事
・

被
服
類
は
、
無
料
及
び
支
給
、
貸
与
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
、

農
業
集
落
排
水
事
業
区
域
や
公
共
下
水
道

認
可
区
域
へ
追
加
す
る
場
所
も
あ
り
ま
す

の
で
、
浄
化
槽
を
設
置
し
補
助
金
申
請
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

平
成
25
年
度
・
浄
化
槽
管
理
講

習
会
に
つ
い
て

●
目
的
／
浄
化
槽
に
関
し
て
の
手
続
き

や
、
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
、
浄
化
槽

設
置
者
に
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
な
お
、
受
講
済
証
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
を

提
示
願
い
ま
す
。

●
受
講
対
象
者

・
平
成
25
年
度
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金

受
給
者
（
受
給
予
定
者
含
む
）

・
新
規
に
浄
化
槽
を
設
置
予
定
さ
れ
て
い

る
方
、
新
規
に
設
置
さ
れ
た
方
。

・
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
変

更
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
、
変
更
さ
れ

た
方
。

・
浄
化
槽
を
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
方
。

・
そ
の
他
浄
化
槽
に
関
係
の
あ
る
方
。

●
開
催
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
平
成
25
年
11
月
29
日
：
午
後
1

時
30
分
～

●
受
講
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

18



○
道
路
や
水
路
に
は
み
出
た
木
…
道
路
が

狭
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
見
通
し
も
悪

く
な
り
非
常
に
危
険
で
す
。
早
急
に
剪

定
（
せ
ん
て
い
）
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
金

屋
庁
舎
産
業
課

第
８
回
有
田
川
町
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
兼
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
大
会
中
学
生
代
表
選
考
会
）

新
年
の
目
標
は
、
健
康
的
に
過
ご
す
こ

と
！
平
成
25
年
こ
そ
、
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
／
平
成
26
年
1
月
13
日（
月
）

受
付
／
8
時
30
分
～
競
技
／
9
時
30
分
～

■
集
合
場
所
／
き
び
東
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
コ
ー
ス

Ａ
コ
ー
ス
２・
０
㎞

小
学
生
低
学
年（
1
～
3
年
生
）の
部
男
子

小
学
校
高
学
年（
4
～
6
年
生
）の
部
男
子

Ｂ
コ
ー
ス
３
・
７
㎞

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
選
考
会　

中
学
生
の
部
男
女

　

一
般
女
子（
中
学
生
以
上
）の
部

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部

Ｃ
コ
ー
ス
５
・
４
㎞

　

一
般
男
子（
中
学
生
以
上
）
の
部

■
申
込
締
切
／
平
成
25
年
12
月
13
日（
金
）

■
参
加
費
／
１
０
０
円
（
保
険
料
）

平
成
26
年
1
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

事
業
所
得
等
を
有
す
る
白
色
申
告
の
方

あ
ん
し
ん
シ
ス
テ
ム
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
導
入
に
つ
い
て

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
に
設
置
し
て
い
ま

す
「
あ
ん
し
ん
シ
ス
テ
ム
」
装
置
か
ら
の
通
報

受
信
を
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
方
式
に
す
る
こ
と
に

な
り
、以
下
の
受
託
業
者
に
業
務
委
託
し
ま
す
。

今
後
、「
あ
ん
し
ん
シ
ス
テ
ム
」
装
置

か
ら
の
通
報
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
受

信
、
応
対
し
、
緊
急
通
報
で
あ
る
事
を
確

認
し
て
か
ら
、
消
防
本
部
へ
通
報
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
受
託
業
者
／
大
阪
ガ

ス
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

大
阪
市
淀
川
区
十
三
本
町
3
‐
6
‐
３
５

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

農
家
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す

町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
道
路
や
水

路
に
「
み
か
ん
」
の
木
が
か
ぶ
さ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
〝
は
み
出
た
木
〟
や
〝
農
薬
散
布
〟

な
ど
に
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご

自
分
の
所
有
地
を
確
認
し
、
問
題
の
あ
る

場
合
は
、
早
急
に
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

に
対
す
る
現
行
の
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
1
月
か
ら
対

象
と
な
る
方
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

●
記
帳
説
明
会
の
ご
案
内

税
務
署
で
は
、新
た
に
記
帳
を
行
う
方
や

記
帳
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
方
の
た
め
に
、

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
概
要
や
記

帳
の
仕
方
等
を
説
明
す
る
「
記
帳
説
明
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
や
記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
湯
浅
税
務
署

☎
６
３
‐
５
３
５
１

年
末
調
整
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

平
成
25
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か
た
及

び
法
定
調
書
の
提
出
に
つ
い
て
、
次
の
日

程
に
よ
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
湯
浅
税
務
署

☎
６
３
‐
５
３
５
１

民地 水路 道路

この部分を
剪定して
ください

上記日時でご都合の悪い方は、対象
者以外の方でも他の説明会への参加
が可能です。

日時 対象者 会場名
平成 25 年
11月 25 日㈪
午後 2 時～4 時

有田市
の方

湯浅納税協会
3 階 会議室

（湯浅町湯浅
2430-77）

平成 25 年
11月 26 日㈫
午前 10 時～12 時

有田川町
の方

平成 25 年
11月 26 日㈫
午後 2 時～4 時

湯浅町・
広川町
の方
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合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間

町
税
は
、ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な

財
源
で
す
。町
で
は
、納
期
内
に
納
付
さ
れ
た

方
と
の
公
平
を
保
ち
、滞
納
の
解
消
を
図
る

た
め
に
、県
・
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
と

合
同
で
、11
月
・
12
月
を
合
同
滞
納
整
理
強

化
月
間
と
し
て
、税
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
し
て
い
な
い

状
態
を
滞
納
と
い
い
ま
す
が
、
滞
納
す
る
と

本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の
他
に
延
滞
金
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
税
金
を
滞
納

し
た
ま
ま
に
放
置
す
る
と
、
法
律
に
基
づ
き

滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
、
強
制
的
に

給
与
や
預
金
・
不
動
産
な
ど
の
差
押
え
や
公

売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
納
期
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
何
ら
か
の
事
情
で
納
付
で
き
な
い
方

は
、
納
付
方
法
等
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

「
税
を
考
え
る
週
間
」
11
月
11
日

（
月
）
～
17
日（
日
）

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、国
民
の
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、様
々
な
行
政
活
動
を
行
っ

て
お
り
、そ
の
活
動
の
た
め
に
必
要
な
経
費

を
賄
う
財
源
が「
税
金
」で
す
。国
税
庁
で
は
、

申
告
・
納
税
の
際
の
納
税
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
に
、情
報
通
信
技
術
化
を

通
じ
た
納
税
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」や「
e
‐
T
a
x
」の
改
善
の
ほ

か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、納
税

者
が
適
正
に
申
告
・
納
税
が
行
え
る
よ
う
納

税
の
意
義
や
税
法
の
知
識
、
手
続
き
等
に
つ

い
て
様
々
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
に
関
す
る
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ　

w
w

w

．nta.go.jp

■
問
い
合
わ
せ
／
湯
浅
税
務
署

☎
６
３
‐
５
３
５
１

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

■
児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待
／
殴
る
、
蹴
る
、
や
け
ど

を
さ
せ
る
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

○
性
的
虐
待
／
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト
／
閉
じ
込
め
る
、
適
切
な

衣
食
住
の
世
話
を
し
な
い
、
重
い
病
気
に

な
っ
て
も
病
院
へ
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

○
心
理
的
虐
待
／
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無

視
、き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、

子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴

力
を
ふ
る
う
（
D
V
）
な
ど　

で
す
。

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

問
題
で
す
。

○
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が

い
た
ら
○
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩

ん
だ
ら
○
子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら
連

絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。
連
絡
者
や
連
絡
内

容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
児
童
相
談
所
☎
0
5
7
0
‐
0
6
4
‐
0
0
0

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課

11
月
の
献
血

■
11
月
15
日（
金
）

○（
株
）松
源
吉
備
店　

10
時
～
12
時
30
分

○
有
田
川
町
役
場
吉
備
庁
舎
14
時
～
16
時

■
11
月
28
日（
木
）

○
坂
口
製
作
所　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

○
有
田
川
町
役
場
清
水
行
政
局

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

税 

金

◆
◆
◆

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
第
3
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
5
期
の
納
付

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
第
3
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
第
5
期
分
の
納
期
限

は
、
12
月
2
日（
月
）
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
日
数
に
応

じ
て
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
金
融
機
関
等
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課
・
金

　

屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政

　

局
住
民
福
祉
室水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限

は
、25（
月
）で
す
。
口
座
振
替
の
お
客
様

は
、預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
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1
．
職
種
お
よ
び
募
集
予
定

人
員

非
常
勤
保
育
士
・
8
人
程
度

2
．
勤
務
条
件

◇
職
務
内
容
／
町
立
保
育
所

等
に
お
け
る
保
育
業
務
等

◇
給
料
（
月
額
）

　

1
5
2
，8
0
0
円

◇
勤
務
時
間　

週
37
．5
時

間
以
内
。
通
常
1
日
に

つ
き
7
時
間
30
分
、
1

週
間
に
つ
き
5
日
の
勤

務
で
す
。
勤
務
場
所
に

よ
っ
て
は
変
則
勤
務
や

土
日
勤
務
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
給
料
の
ほ
か
、
通
勤
手
当
お
よ
び
超
過
勤
務
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
正
職
員
の
育
児
休
業
等
に
よ
り
ク
ラ
ス
担
任
を
担

当
し
て
い
た
だ
く
場
合
の
給
料
月
額
は
1
5
8
，

7
0
0
円
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
給
料
月
額

も
平
成
25
年
4
月
現
在
の
も
の
で
す
の
で
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
勤
務
成
績
に
よ
り
昇
給
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
任
用
期
間

平
成
26
年
4
月
1
日
～
平
成
27
年
3
月
31
日

ま
で
の
1
年
間

◇
有
給
休
暇
年
次
休
暇
（
任
用
期
間
に
応
じ
10
日
以

内
）、
忌
引
休
暇
等

◇
福
利
厚
生
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
お
よ
び
雇

用
保
険
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

3
．
応
募
資
格

昭
和
29
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人
。
た
だ
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

（
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
人
）

ア　

成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

イ　

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終

わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
人

ウ　

有
田
川
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受

け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
2
年
を
経
過
し
な
い

人
エ　

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、
日
本

国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力

で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人

4
．
選
考
方
法

○
書
類
選
考
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、
受
験
申
込　

時
に
ご
提
出
い
た
だ
く
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を　

も
と
に
、
事
前
審
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
面
接
試
験
／
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
後
日　

担
当
者
か
ら
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

5
．
受
験
手
続

◇
申
込
用
紙
の
交
付

金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課
、
各
町
内
公
立
保
育

所
、各
へ
き
地
保
育
所
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）。
申
込
用
紙
を
郵
送
で
請
求

す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
用

紙
請
求
」
と
朱
書
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
、
金
屋
庁

舎
こ
ど
も
教
育
課
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
有
田
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
提
出
書
類

・
有
田
川
町
非
常
勤
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　
（
顔
写
真
を
貼
付
す
る
こ
と
）

・
有
田
川
町
非
常
勤
職
員
採
用
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

・
保
育
士
資
格
取
得
（
見
込
み
）
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し

◇
申
込
方
法

上
記
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
吉
備
庁

舎
企
画
財
政
課
、
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

郵
送
す
る
場
合
は
、
必
ず
簡
易
書
留
郵
便
と
し
、

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
」
と
朱
書
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
以
外
に
よ
る
不
着
の
問
題

に
つ
き
ま
し
て
は
一
切
対
応
い
た
し
か
ね
ま
す
。

6
．
受
付
期
間

　

11
月
11
日（
月
）
～
22
日（
金
）【
当
日
必
着
】

※
土
日
祝
日
を
除
き
、
8
時
30
分
～
17
時
15
分

7
．
そ
の
他

・
受
理
し
た
提
出
書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
そ
の
他
詳
し
く
は
、
有
田
川
町
役
場
こ
ど
も
教
育

課
こ
ど
も
教
育
班
（
金
屋
庁
舎
2
階
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

採用試験
のご案内
平成 26 年 4 月採用

非 常 勤 保 育 士
金屋庁舎　こども教育課
　〒 643-0153
　有田郡有田川町大字中井原 136-2
吉備庁舎　企画財政課
　〒 643-0021
　有田郡有田川町大字下津野 2018-4
■問い合わせ ☎ 0737-52-2111
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9
月
29
日（
日
）
清
水
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
重
要
文
化

的
景
観
選
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
蘭
島
（
あ
ら
ぎ
島
）
と
周
囲
の
景
観
が
県
内
で

初
め
て
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
る
の
を
機
に
、
重
要

文
化
的
景
観
の
選
定
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
に
活
用
し
て

い
け
ば
よ
い
の
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
半
で
は
、
重
要
文
化
的
景
観
選
定
地
区
の

価
値
に
つ
い
て
概
要
説
明
の
後
、棚
田
博
士
こ
と
中な
か

島し
ま

峰み
ね

広ひ
ろ

氏（
早

稲
田
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
講
演
で
は
、
棚
田
の
文
化
的
な
価
値
が
ど
の
よ
う
に
見
い
だ
さ

れ
、
文
化
的
景
観
を
保
護
す
る
制
度
が
始
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
経

過
を
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
既
に
国
の
重
要
文

化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
い
る
長
崎
県
平
戸
市
や
徳
島
県
上
勝
町

で
棚
田
保
全
や
ま
ち
づ
く
り
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
お
招

き
し
、
活
動
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
戸
市
で
は
、「
景
観
・
交
流
・
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
交
流
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
過
疎
の
進
む
地
域
で
は
重
要
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
の
食
文
化

を
見
つ
め
直
し
、
来
訪
者
に
も
て
な
す
活
動
が
第
二
の
故
郷
と

し
て
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
や
、
交
流

の
主
役
で
あ
る
ふ
る
さ
と
の
食
を
も
て
な
す
女
性
が
ま
ち
づ
く

り
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

上
勝
町
で
は
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
や
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
連
携
、
大
学
と
の
協
働
の
他
、
棚
田
を
生
産
の
場
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
し

た
り
、
お
米
を
お
酒
や
加
工
品
と
し
て
活
用
す
る
事
例
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

中
島
先
生
か
ら
は
、
棚
田
の
保
全
は
地
権
者
だ
け
で
は
困
難

で
あ
り
、
旧
清
水
町
や
現
在
の
有
田
川
町
内
の
有
志
を
募
り
担

い
手
を
確
保
す
る
こ
と
、中
山
間
の
組
織
も
含
め
て
一
本
化
し
、

文
化
的
景
観
の
保
全
に
あ
た
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
あ
ら
ぎ
島
景
観
保
全
保
存
会
会
長
の
西
林

さ
ん
か
ら
は
、

地
域
と
行
政
が

一
体
と
な
っ

て
、
歴
史
あ
る

棚
田
や
景
観
の

保
存
を
図
り
た

い
と
の
心
強
い

お
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

重
要
文
化
的
景
観
選
定
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

『
あ
ら
ぎ
島
編
』
そ
の
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